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このドパミン分泌は、Gq タンパクと PLC の阻害
薬(YM-254890、U73122)では抑制されましたが、
PKC 阻害薬である GF109203X、膜電位依存性 Ca2+
チャネル(L、N、P/Q タイプ)の阻害薬(nifedipine、























Fig. 1 ドパミン分泌量の   Fig. 2 ドパミン分泌に対する














Fig. 3 神経伝達物質遊離のメカニズム（仮説） 
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